
 
 
平成23年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 
 
平成23年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 本資料に掲載されている業績予想等は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて算出したものであり、
実際の業績は今後様々な要因によって異なる可能性があります。 

修正の理由 
 主力のきのこ事業の販売につきましては、青果相場低迷の影響もあり、昨年12 月からの価格の下落傾向に歯止めが掛
からず、年初以降も引き続き平年を下回る水準で推移するなど、想定を超える厳しい環境となりました。当社グループで
は、営業体制を強化し、よりきめ細かい営業活動を通じて売上高の拡大を図ってまいりましたが、販売量、販売価格共に見
込みを割り込む結果となりました。 
 また当期は、五泉バイオセンターと第５バイオセンターにおいて設備投資を行い、ぶなしめじ増産体制の構築に取り組ん
でまいりましたが、機械設備の入替に伴い生じた一時的なきのこ品質の低下や設備の調整等のための人件費増加、生産
効率の低下が、業績を悪化させる要因となりました。これらの問題については個別に迅速かつ適切な対策を施し順次改善
が進んでおり、その大部分については概ね目途がついたところであります。しかしながら、一部の自動化機械設備におきま
して、調整・修理では解決できない欠陥が確認され、改めて機械装置の製作が必要となったことで、生産計画の見直しを余
儀なくされ、出荷量が減少すると共に生産効率低下からコストの上昇を招くこととなりました。 
 なお、3 月11 日に発生いたしました東日本大震災の影響につきましては、当社の仙台営業所（仙台市青葉区）が、入居
する建物の震災による損傷と余震等を考慮し、現在は当社本社にその機能を移転しておりますが、その他当社グループに
おける人的被害や施設・設備等の被害はありませんでした。しかし、震災後における東北および関東地方の物流の混乱や
小売店の営業停止等により、影響としては軽微ではありますが売上高が減少することとなりました。 
 以上の要因により、売上高および利益ともに前回発表した予想数値を下回る見込みとなりましたので、通期の連結業績
予想を修正いたします。 
 また通期個別業績予想につきましても、上記と同様の理由により業績予想の修正を行います。 
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通期業績予想の修正に関するお知らせ  

 当社は、平成23 年4 月8 日開催の取締役会において、以下のとおり、最近の業績の動向等を踏まえ、平
成23 年1 月26 日に開示した平成23 年3 月期（平成22 年4 月1 日～平成23 年3 月31 日）の業績予想を修
正することとしましたので、お知らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 27,800 2,100 1,500 1,120 30.44
今回修正予想(B) 26,491 1,461 830 597 16.31
増減額(B-A) △1,309 △639 △670 △523
増減率(%) △4.7 △30.4 △44.7 △46.6
（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

26,140 2,699 2,004 1,143 32.20

売上高 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益
百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 25,500 800 580 15.76
今回修正予想(B) 24,711 259 251 6.86
増減額(B-A) △789 △541 △329
増減率(%) △3.1 △67.6 △56.7
（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期） 24,402 1,676 1,002 28.23


